
「朝陽地区の公共施設を考える」
市⺠ワークショップ

〜第３回〜
2017年11月18日

主催：長野市（公共施設マネジメント推進課・朝陽支所）
協力：朝陽地区住民自治協議会
開催支援：日本管財(株) (一財)長野経済研究所
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ワークショップ全体の流れ

時 間 内 容 場所

第1回
ワークショップ

9月17日（日）
10：00－12：00

オリエンテーション

グループ討議

公共施設を使ってみて気になっ
たことを出し合おう

朝陽支所２階
（公民館分室）

第2回
ワークショップ

10月21日（土）
10：00－12：00

グループ討議

・朝陽地区の公共施設の課題を
出し合おう

・朝陽支所・公民館の将来像を
考えよう

朝陽支所２階
（公民館分室）

第3回
ワークショップ

11月18日（土）
9：30－11：30

グループ討議

朝陽地区の公共施設の将来像に
ついて提案をまとめよう

朝陽支所２階
（公民館分室）

オリエンテーション
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今⽇のスケジュール

時 間 内 容 詳 細

9：30－9：45 オリエンテーション
第２回ワークショップの振り返り
第３回ワークショップの進め方

9：45－10：20 グループ検討
朝陽地区の公共施設の将来像について提案を
まとめよう

10：20－10：30 休憩

10：30－11：00 グループ別発表 発表時間は各グループ５分程度

11：00－11：10 まとめ・挨拶
長野経済研究所 中村上席研究員から
住民自治協議会からの挨拶

11：10－11：20 主催者挨拶と講評 樋口副市長より

11：20－11：30
記念撮影
アンケート記入

オリエンテーション

○課題
・古い,建物が⽼朽している
・⽀所と離れている
・駐⾞場が狭い,少ない
・バリアフリーに未対応（階段が不便）
・空いていない,会議室が少ない
・部屋の貸し出しが煩雑
・飲⾷不可,こども⾷堂ができない
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（前半）「できること」と「課題」
第２回ワークショップの振り返り

朝陽⽀所

○課題
・施設の⽼朽化
・⾳響設備等の⽼朽化
・公⺠館と離れていて不便
・駐⾞場が少ない,点在している,遠い
・バリアフリーになっていない
・会議室が少ない

朝陽公⺠館

○できること
・図書の利⽤（本の貸出,読書会,読み聞かせ）
・地区の⾏事（敬⽼会,成⼈式,バレー,綱引き⼤会,

地区対抗スポーツ⼤会等）
・イベント（料理教室,チャリティコンサート,

教養講座,スポーツ吹き⽮教室等)
・⾚⼗字奉仕団,炊き出し訓練
・バドミントン,卓球・選挙投票・印刷
・⼦どもの集まり

○できること
・集会・会議・研修会・講演会
・市役所出先機関の機能

（期⽇前投票,市⺠課の窓⼝代⾏,各種⾏政⼿続）
・ボランティア活動・住⾃協・社協
・幼児,⼦育て中の⺟交流会（⾚いほっぺ）
・飲み会
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朝陽⼩学校

○課題
・体育館が狭い,耐震化が済んでいない
・校庭が狭い,⽔はけが悪い
・プールと校舎が離れていて、道路横断

するため危険
・空き教室の利⽤ ・冷房がほしい
・多⾓的な活⽤⽅法の模索（防犯が重要,

構造検討必要）

○できること
・⼩学校の⾏事,体育の授業
・綱引き⼤会,ドッジボール,マラソン⼤会

親善球技⼤会,⻑寿会のスポーツ⼤会
野球チームの活動

・合唱＆吹奏楽の発表会,⾳楽会
・読み聞かせ ・バザー ・消防団の訓練

朝陽児童センター

○課題
・古い,狭い,暗い,寒い ・⼩さい
・定員オーバー,利⽤者数が多い

（当初30⼈⇒現在120⼈くらい）
・世代間交流が出来ない（利⽤者限定）
・来年から有料になる,有料反対
・洋式トイレがない ・駐⾞場がない
・改良が進まない・ヘビが出没

○できること
・放課後こどもプラン,児童の居場所
・七⼣交流会,もちつき⼤会,⽗⺟会総会
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朝陽体育館

○課題
・広さが中途半端
・館内が暗い・⼊⼝が狭い
・予約が取れない,地元で使えない
・借りる⼿続きが⾯倒
・場所がわかりづらい・駐⾞場が狭い

○できること
・スポーツ（テニス,ママさんバレー）
・料理教室
・⽯渡地区の⾃主防災訓練,

消防訓練,避難訓練の避難所
・こどもたちの遊び場（駐⾞場）

リバーフロントスポーツガーデン

○課題
・場所がわかりづらい・アクセス不便
・駐⾞場が狭い
・どう使えば良いのかわからない
・使いたいときに使えない

○できること
・サッカー

（⼤会・練習,ACパルセイロ,こども）
・ローラースケート ・スポーツガーデン
・軽トラ市場 ・菊芋収穫祭 ・散歩

エムウェーブ

○課題
・維持費が⾼い,利⽤料が⾼い
・なじみがなく、地区として利⽤しない,

敷居が⾼い（中⼩規模のイベントをしにくい）

○できること
・スケートイベント（スピードスケート,観戦）
・イベント（⾼齢者健康フェスティバル,展⽰会）
・避難所 ・散歩コース
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その他

（防災）
・当地区には防災拠点がない
・防災拠点がどこにあって、何を備蓄しているのかわからない。
・⻄尾張部の公会堂に⾮常⾷等の備蓄がある。区⻑なので知ったが、住⺠は知らない。
（交通）
・県道375号周辺は混雑している（交差点含む）、道路が狭い。
・エムウェーブのあたりは週末渋滞しているため⾏きづらい。
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第２回ワークショップの振り返り

5 4
6

7

2

8

3

1 石渡資材センター周辺
空きアパートがある土地
B

3 富士通長野工場敷地
D

4 公民館現在地
A・D・E

6 支所南のJA所有地
A・B・E（第1候補）

1

8 コンフォート岡田周辺
B
東外環状線の沿線
E

7 北長池公会堂西側農地
A・B・C（第1候補）・D・E

5 朝陽支所現在地
A・B・C・D・E

2 長野運動公園東の民間所有地
A・B・E

（後半）朝陽⽀所・公⺠館の将来像
前回提案された主な候補地⼀覧
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第２回ワークショップの振り返り

（整備⼿法の考え⽅）
・朝陽⽀所と朝陽公⺠館を⼀体化して改築（建て替え）

（後半）朝陽⽀所・公⺠館の将来像

（場所の考え⽅）
・⽀所・公⺠館の場所は地区の中⼼部が良い。公共施設であるため、朝陽地域の真ん中

にあるのがベストである。南北で争っても意味がない。
（A・E）

・朝陽⽀所と公⺠館を移転する場合の場所を考えるにあたり、現在使⽤されていない⼟
地や⺠間の⼟地で、広い敷地を確保できることを考慮し候補地を考えた。
（B）

・防災マップを参考に、⽐較的被害（震度,洪⽔）の少ない場所を選定
・アクセスが良く、利⽤しやすい場所を選定

（C）
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第２回ワークショップの振り返り

（集約化・複合化・⺠活の考え⽅）
・朝陽体育館は市⺠全体でサークル活動等に使⽤、朝陽公⺠館の体育館は成⼈式等の講

堂として使⽤されている。別の使い⽅をされているため集約は難しい。（A）

・⽀所の複合施設は防災拠点としての機能も必要。避難場所＋備蓄倉庫。（A）

・複合化した施設に児童センターを⼊れることも考えられるが、児童センターの狭あい
化はすぐに別で対応すべき問題では。児童センターは学校のすぐそばの⽅が良いので
は。（C）

・⼩学校, 児童センター,教職員住宅は近く、上⼿く連携を取っていけばどうか。（A）
（⇒⼩学校の空き教室を使⽤し、児童センターを集約させる）
（⇒学校の⽞関を通過しないで直接3階の空き教室に⾏けるようにする等、⼊⼝を別にする改修⼯事が必要）

・⽀所と公⺠館の職務スペースは近接している⽅が良い。（D）

・PPPやPFIを使えるところがあるとすれば、JA所有地ではないか。（E）

（後半）朝陽⽀所・公⺠館の将来像
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ワークショップでの約束

１．思いついたらすぐ発⾔しよう！

２．でも、⼈の話もよく聞こう！
（⼈の話から何か気付きがあるはず…）

３．みんなで振り返る時間を⼤切にしよう！

４．他⼈のアイデアを否定しない！

５．⾃由な発想でアイデアを考えよう！

オリエンテーション
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グループ検討 テーマ

朝陽地区の公共施設の将来像
について提案をまとめよう



公共施設の再編案を考える
検討のポイント３つ

① 集約化・複合化を考える

② 公共施設以外の活⽤を考える

③ 将来まで残す施設を考える
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検討のポイント①
集約化・複合化を考える
集約化 複合化

複合化・集約化すると、いろいろなメリットが．．．
「⼈が集まることによる活性化」「移動時間短縮」

「多世代交流」「⼈員配置の効率化」
「共⽤部分の削減（エントランス、廊下、トイレ）」などなど
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検討のポイント②
公共施設以外の活⽤を考える

○⺠間や他地区に使える施設があれば、積極的に活⽤する。
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検討のポイント③
将来まで残す施設を考える

将来まで残す施設のコストは、将来の市⺠が負担します。
→将来まで残していく施設はどれですか？

総解説ファシリティマネジメント, 中規模事務庁舎におけるＬＣＣ試算例（耐⽤年数65年） を基に作成

建物を将来まで維持するコストは、
（ランニングコスト）
建物を建てる際のコストの、
（イニシャルコスト）
５〜６倍といわれています。



前回のグループ検討を振り返りながら、朝陽地区の公共施設の中で、
施設を集約化・複合化させることはできないか、公共施設以外の活⽤
はできないか、などを考える。
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検討の進め⽅

STEP１

※ 「できること」がどの施設に集められるかを考える。
※ 集約化などした際に、なにか課題がある場合は、その解決策も考える。
※ どの施設の機能を集約化（複合化）させたかを⽮印で⽰す。
※ まず、各⾃⼩さい地図に案を考え、その後、模造紙にまとめてもok
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検討の進め⽅

朝陽⽀所・公⺠館を将来どうするかを考える。

そのまま残す・現地に建替える・移転する・複合化する
使い⽅を変える・⺠営化・売却・地元に譲渡 など

STEP２

※ グループでまとめた意⾒を模造紙に書いてください。
※ ⽅針や候補地を1つに絞る必要はありませんが、候補が複数の場合は、

その効果や課題を検討しながら、優先順位をつけてください。


